
 

JENDL-4.0の共分散データを用いた CASMO5/SIMULATE-5の不確かさ評価 
(1)UAMベンチマーク問題（Phase Iにおける集合体体系）の解析 
Uncertainty analysis of CASMO5/SIMULATE-5 using covariance data in JENDL-4.0;  

(1) Analysis of UAM benchmarks (Assembly models on Phase I) 
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 評価済核データライブラリ JENDL-4.0 で整備された共分散データに基づき、CASMO5/SIMULATE-5 の不
確かさを評価するため、OECD/NEA/NSC 主催の UAM ベンチマーク問題（Phase I における集合体体系）を
解析した結果について報告する。 
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1. 序論 運転時の異常な過渡変化及び設計基準事故に対して不
確かさを考慮した最適評価を志向する国際的動向を踏まえ、評
価済核データライブラリ JENDL-4.0 で整備された共分散データ
に基づき、炉心核特性解析コード CASMO5/SIMULATE-5 の不確
かさ評価に取り組んでいる。本稿では、不確かさ評価のための
OECD/NEA/NSC 主催の UAM ベンチマーク問題（Phase I におけ
る集合体体系）[1]を、CASMO5 を用いて解析した結果について
報告する。 
2. 評価方法及び評価項目 ランダムサンプリング法による不確
かさ評価の流れを図 1 に示す。図 1 に示すとおり、まず、核デ
ータ処理コード NJOY により共分散行列を作成し、これを特異
値分解することで、特異値及び特異ベクトルを得た。次に、正
規乱数を用いて断面積摂動量を計算することでCASMO5用摂動
ライブラリを作成し、CASMO5 による解析を実施した。これを
2000 回繰り返した。最後に、核特性パラメータ（集合体無限増
倍率、集合体内燃料棒出力分布等）の計算結果を統計処理する
ことで、これらの不確かさを評価した。 
3. 評価結果 評価結果の一例として、Peach Bottom 2 号機の集
合体体系（高温零出力条件）における集合体無限増倍率及び燃
料棒出力（集合体の中央部及び周辺部）の相対標準偏差を、図 2
に示す。図 2 では、CASMO5 を用いた評価結果に加え、文献[2]
により報告されている UAM ベンチマーク問題の参加機関の平
均値を併せて示す。図 2 に示すとおり、本稿で評価した集合体
無限増倍率及び燃料棒出力の相対標準偏差は、文献値とおおむ
ね同等の結果であることを確認した。CASMO5 の評価結果と文
献値により報告されている結果の差異については、評価済核デ
ータライブラリの種類、参加機関において不確かさを考慮した
核種・核反応の組合せの違い等に起因するものと考えられる。 
 なお、他の集合体体系についても文献値とおおむね同等の結
果であることを確認した。 
4. 結論 CASMO5 を用いて、UAM ベンチマーク問題（Phase I
における集合体問題）を解析し、JENDL-4.0 で整備された共分
散データに基づく不確かさ評価を実施した。 
 今後は、UAM ベンチマーク問題 Phase I における炉心体系の
解析を実施するとともに、燃焼に伴う不確かさ評価について実
施する予定である。 
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図2 Peach Bottom 2号機の集合体体系
（高温零出力条件）における評価結果
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